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1.中間業績報告
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1．中間業績報告
（１）2005年10月期中間業績サマリー
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□通期累計全社106.6％／既存店98.4％
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※ 既存店：14ヶ月経過店舗

1．中間業績報告
（２）ＣＤ不振とレンタルの価格戦略により既存店は前期比98.4％

（蔦屋書店部門）
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※ 既存店：14ヶ月経過店舗
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□販売用CDは商品力不足で低迷

□書籍、文具は堅調
□DVDは急成長期から安定成長化

1．中間業績報告
（２）ＣＤ不振とレンタルの価格戦略により既存店は前期比98.4％
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□音楽CDの月別生産実績　対前年同期比（社団法人日本レコード協会）
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（百万円）

※2004年8月20日に株式分割（1：2）を実施。10月には増資（合計1,450,000株発行）

1．中間業績報告
（３）既存店下ぶれ、DVD投資、新店の営業権一括償却により減益

□既存店の下ぶれ
□相対的にコスト比率が上昇

（連結）
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□トップブックスは黒字定着化
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1．中間業績報告
（３）既存店下ぶれ、DVD投資、新店の営業権一括償却により減益

•トップブックス ゲームソフトの取扱いを増やしており、やや利益率は低下
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主な増加要因主な増加要因

・既存店改装・既存店改装 ＋＋173173百万円百万円
　　 （うち書籍（うち書籍 ＋＋152152百万円）百万円）

・新店初期在庫・新店初期在庫 ＋＋168168百万円百万円
　　　　

商品＋商品＋348348百万円百万円

□新規出店及び既存店の商品力強化に投資！

1．中間業績報告
（４）ＤＶＤ中心に商品力強化

（百万円）

（連結）

04/10期 構成比（％） 05/10期中 構成比（％）
流動資産 7,687 56.6 7,324 55.3
  現金・預金 2,202 16.2 1,505 11.4
  商品 4,876 35.9 5,223 39.5
固定資産 5,892 43.4 5,909 44.7
  敷金・保証金 3,292 24.2 3,296 24.9
  建物・構築物 1,442 10.6 1,422 10.7
総資産 13,580 100.0 13,233 100.0
流動負債 5,246 38.6 5,050 38.2
  買掛金 3,295 24.3 3,079 23.3
  一年内返済予定借入金 1082 8.0 1,081 8.2
固定負債 3,514 25.9 3,295 24.9
  長期借入金 3,097 22.8 2,885 21.8
自己資本 4,795 35.3 4,860 36.7
負債、少数株主持分及び資本 13,580 100.0 13,233 100.0
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□商品や店舗改装に積極投資！

1．中間業績報告
（４）ＤＶＤ中心に商品力強化 （連結）

（百万円）

04/10期
中間

05/10期
中間

Ⅰ 営業活動によるC/F △ 38 △ 229
   税金等調整前当期純利益 498 313
   減価償却費 72 88
   棚卸資産の増加 △ 470 △ 347
   仕入債務の減少額 △ 6 △ 216
   法人税等の支払 △ 140 △ 182
Ⅱ 投資活動によるC/F △ 224 △ 143
   有形固定資産の取得による支出 △ 195 △ 136
   敷金・保証金の返還による収入 91 111
   敷金・保証金の支払額 △ 102 △ 120
フリーキャッシュフロー △ 262 △ 373
Ⅲ 財務活動によるC/F 185 △ 318
   長期借入れによる収入 716 322
   長期借入金の返済による支出 △ 474 △ 534
   配当金の支払い額 △ 56 △ 105
Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 △ 77 △ 691
Ⅳ 現金及び現金同等物の期末残高 625 1,495
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□埼玉県初出店、計2店舗をオープン
□既存店舗の営業権取得、低コストで出店

□財務の健全性の観点から一括償却により減益要因

420坪

330坪

延床面積

２００5年4月

２００5年4月

開店時期

新規出店、書籍と文具の大型「蔦屋書店」埼玉県熊谷店

旧「BOM」をTSUTAYAに変えて音楽・
映像ソフトの大型専門店として開業埼玉県深谷店

店舗内容地域出店

1．中間業績報告
（５）新規出店と既存店改装を実施
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隣接店舗を賃借し大幅増床400→6302005/32000/3上越インター店（新潟県上越市）

ほぼ1店舗分の増床＋460合計

2005/3

2005/3

2005/1

2004/12

改装

1995/4

1990/4

1997/11

1997/7

開店

書籍売場、レンタル売場を拡充600竹尾インター店（新潟市）

小千谷店（新潟県小千谷市）

寺尾店（新潟市）

南万代フォーラム店（新潟市）

店舗

隣接店舗を賃借し大幅増床210→390

増床、書籍とレンタルを拡充320→370

専門書、キッズコーナーを拡充900

改装内容延床面積
(坪)

• 既存店舗の状況に応じて順次改装
• 増床や品揃え強化で競争力をアップ

□既存店舗の改装実績

1．中間業績報告
（５）新規出店と既存店改装を実施
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1．中間業績報告
（５）新規出店と既存店改装を実施

□既存店舗の改装実績 隣接店舗を賃借し増床した上越インター店
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□既存店舗の改装実績

1．中間業績報告
（５）新規出店と既存店改装を実施

カフェを導入した南万代フォーラム店
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1．中間業績報告
（１）新規出店と改装により連続増収を達成
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□既存店舗の改装実績

1．中間業績報告
（１）新規出店と改装により連続増収を達成

カフェを導入した南万代フォーラム店



2.通期業績予想
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2．通期業績予想
（１）売上高245億円、経常利益9億円、過去最高を計画
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2．業績予想
（2）ＤＶＤや改装投資効果により収益力の拡大を見込む

① レンタルにおけるＤＶＤ投資効果を見込む

② 書籍、文具は引き続き好調を持続

③ 改装店舗の増収効果を見込む

④ 新規出店は関東地方に3店

増益対策取組項目
• 既存店増収 接客向上委員会

売場メンテナンス委員会、
オペレーション改善プロジェクト

• 仕入原価改善
• コスト委員会効果（家賃、備品費、保守管理費、ロス対策等）

主要前提条件
既存店売上高 05/10期 103.4％
　 上期実績 98.4%

下期計画 108％

・人材開発
・意識改革
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□店舗収益力向上のため以下の投資を実行

2．業績予想
（2）ＤＶＤや改装投資効果により収益力の拡大を見込む

4～5店舗5店舗店舗数

在庫増強設備投資内容別投資額

（23）

（150）

173

－（36）（うち増床店）

－（4）（うち改装店）

－40既存店改装

下期上期

（百万円）

ＤＶＤ中心ＣＤＤＶＤ

130 300550
レンタルソフト
の強化

【店舗改装】

【レンタルＤＶＤ・ＣＤの集中投資】
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□増床、品揃えの充実で既存店が活性化

2．業績予想
（2）ＤＶＤや改装投資効果により収益力の拡大を見込む

90%
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100%

93%

100%

97%

91%
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96%96%
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110%
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□ソフトの充実でＤＶＤレンタルが大きく成長

□ＤＶＤが牽引しレンタルが好調

2．業績予想
（2）ＤＶＤや改装投資効果により収益力の拡大を見込む

売上

DVD比率

88%

100%
99%

105%105%

93%

96% 97%
100%

93%

102%
98%

82%
78%78%

75%74%
69%

64%
62%60%59%

57%
54%

40%

60%

80%

100%

120%

11月 12月 1月 2月 3月 4月

レンタル映像売上
既存店売上高
DVD比率（当社）
DVD比率（TSUTAYA平均）
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約1,500坪－計

4～5店舗既存店改装

来期の出店に向けた用地確保を本格化

関東

関東

群馬県

出店地

6～8店舗

約450坪05年10月

約450坪05年10月

約600坪05年10月

売場面積開店予定

□新規出店は関東地方３店
□大手流通グループと協力し大型SCに進出

□下期も改装を4～5店舗で実施
□CCC本部と連携し、今後の店舗開発を強化
□来期の出店に備えて人材採用も強化

2．業績予想
（3）出店と既存店改装の取組み



3.業界の状況と当社の事業戦略
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３．業界の状況と当社の事業戦略
（1）当社を取り巻く環境

□複合・大型化が業界のトレンド
□店舗大型化やＤＶＤなど店舗運営の投資負担は増大
□有力専門店同士のアライアンスが進行

□中小型チェーンの大手傘下入りが進む

ゲオ、ビックスポット（長野県）よりレンタルビデオ事業を取得2004年8月

ゲオ、ビデオシティ（石川県）を子会社化2004年8月

ゲオとシチエが業務・資本提携、複合店舗展開を相互支援2004年11月

ゲオと文教堂が業務提携、複合店舗展開を相互支援2005年4月

ゲオ、メガーズグループ（千葉県）から店舗運営事業を取得2005年4月

ＣＣＣ、ヴァージン・メガストアーズ・ジャパンを子会社化2005年3月

ＣＣＣ、メディアクリエイトとの業務・資本提携2005年4月

ゲオとベスト電器が提携、合弁会社を設立し店舗展開2005年5月

ＣＣＣ、キタムラと業務提携、キタムラ店舗はTSUTAYAにＦＣ加盟2005年2月

ＣＣＣ、スターバックスコーヒージャパンと業務提携、複合店舗を展開2005年3月

業界内のＭ＆Ａや提携などの動き時　期
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３．業界の状況と当社の事業戦略
（1）当社を取り巻く環境

□ＤＶＤの浸透
□ＤＶＤ専門として売場作りが求められる状況へ

0.7

3.3

3.6

14.6

27.7

36.7

24.3

27.8
0 10 20 30 40 50

持っていない

その他

カーナビ

コンポ

ＤＶＤーＲ

ＰＣ

ＰＳ

再生専用機
2002年

2003年

2004年

ＤＶＤ再生機器の保有状況

（消費者サンプル：1,200人に対するアンケート・複数選択可）

社団法人日本レコード協会　「2004年度　音楽メディアユーザー実態調査」
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蔦屋書店熊谷店（420坪） 
大型書籍・文具専門店 

・既存店舗への居抜き出店 
・他社の営業権/在庫を継承 

・両店舗合計で750坪 
・エリアでＮＯ１の大型
複合店 

ＴＳＵＴＡＹＡ深谷店(330坪) 
音楽・映像ソフト専門店 
（元ビコムキタムラ運営のＢＯＭ） 

・新規出店 

□Ｍ＆Ａの実例「TSUTAYA深谷店」
・カメラのキタムラグループの運営していた、レンタル店の在庫
　品を買取り、店舗の営業権を継承。
・低コストで大きな売り場面積を確保

３．業界の状況と当社の事業戦略
（2）当社の今後の成長戦略
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□日常的エンターテイメントを提供する拠点としてさらに進化
□ＣＣＣ「3000店」構想における「次世代TSUTAYA」構想

　実現において、大型・複合・郊外型店舗展開でリーダーシップ

・各商品売場において専門店に負けない売場を実現

・複合店作りと運営のノウハウ提供
・蔦屋書店とTSUTAYAを通じて日本中に、日常的エンターテイメント
を楽しめる環境を実現

３．業界の状況と当社の事業戦略
（2）当社の今後の成長戦略

出店地域のニーズを知り、
顧客に満足感を提供する
ＣＤ・ＤＶＤ売場

児童書から専門書まで
どこでも都会に劣らない
内容を提供する書籍売場

心を豊かにする
エンターテイメント素材と
落ち着いた空間・カフェ
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利益還元利益還元

ＩＩ ＲＲ

・・ＥＰＳの継続的成長ＥＰＳの継続的成長
・配当は収益拡大による配当水準の向上・配当は収益拡大による配当水準の向上
２００３年１０月期２００３年１０月期
１２１２..．５円（配当性向．５円（配当性向16.016.0％）％）
２００４年１０月期２００４年１０月期
１０．０円（１０．０円（11：：22分割後、配当性向分割後、配当性向21.821.8％）％）
２００５年１０月期（予定）２００５年１０月期（予定）
１０．０円（配当性向１０．０円（配当性向21.621.6％）％）

・・アナリスト・メディア・営業担当者向け説明会アナリスト・メディア・営業担当者向け説明会
期末・中間の決算時他期末・中間の決算時他

・個人投資家向けの活動強化・個人投資家向けの活動強化
今年も個人投資家説明会参加予定今年も個人投資家説明会参加予定

　　 中期的には個人投資家を中期的には個人投資家を11万人以上に万人以上に

４．株主利益還元とＩＲ活動


